
会員 73 名中 50 名出席 68.49％ 

       修正 55 人     75.34％ 

メイクアップ 5 名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆会長挨拶  松﨑 弘昭 会長                                 

ここ最近は、曇天の空から使命を終えた花びらのように白い使者が舞ってくる日が多くなっているようです。

時に、風もなく、そんなに頻りにではなく、通り縋りの遊び人のように、他愛もなく地表に消えて行く様に何故

か儚さを感じます。 本来なら今日はポールハリス追悼例会の予定でした。残念ながら憎き新型コロナのお蔭で

休会となってしまいました。 さて、一般的に、いろいろなことに囚われたり、思い込み易いのが人間であり、

一度思い込んでしまうと中々そこから抜け出せなくなるのもまた人間のようであります。 

翻って、私たちのロータリーはどうでしょうか。ロータリーは素晴らしいものだと思います。しかし、もしかすると、一般の方

から見たら、何か少し変わって見えているのかも知れません。 だって考えてみてください。毎週水曜日の 12時ごろになると、何

処からともなくぞろぞろと集まってきて、12 時 30 分の鐘の合図、その響きとともに不思議な世界に誘われる。そして、皆なで歌を

歌い、4つの言葉を唱える。ある時などは、皆なで手を繋いで輪になって歌うのです。 客観的に見れば、それは、少し不思議な光

景に見えるのかもしれません。また、時として、金持ちの暇潰し、あるいは、自己満足集団に見られていることもあるようです。 

そのようなことを考えていると、私達ロータリアンは、その長い歴史を学び、変えてはいけないものと、時代に合わせて変えて

いかなければならないものをしっかりと見据えたうえで常に変革をしていかなければならないと思うのです。この変革については、

今、未来計画委員会において検討をしておりますので期待を申し上げたいと思います。 

ポールハリスが、ロータリーの長い歴史の 1 ページ目を作り、それから、時代とともにいろいろな人が知恵を出して様々な変化

を成し遂げてきました。突然、今のロータリーがあるわけではなく、歴史の積み重ねで今があるのです。 

私もまだまだ勉強不足ですが、ロータリーがよく分からないという方は、是非、ロータリーの歩んできた歴史を勉強してみては

如何でしょうか。 
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■会員増強委員会 林 克重 委員長                     

ロータリーの価値観を大切にしたい。 

会員増強は福島南 RCの永遠の課題ですが、皆様もよく理解しているように増やすことを目標にしてクラブの内容を重視しなけれ

ば、例え会員数を増やすことができてもすぐ退会に結びついてしまうことは明白です。 

ロータリークラブは大人の集まりです。様々なことを経験し会社や組織のリーダーの方です。創業、後継、転勤など、言い換え

れば百戦錬磨を乗り越えてきた方々です。（これからも越えるべきことは沢山ありますが・・） 

そして、様々なご縁があり福島南ロータリークラブに入会されました。感謝です。 

ロータリークラブの究極の目標は、多様な職業を持つ人々が集まり、アイデアを交わし、生涯にわたる友情を培うことのできる

場を作り、人が本来生まれながらに持っている目には見えない精神、他人に役立ちたいという心を発掘し、育てて行く事なのです。

人生の目的を考えるとき、人は生まれて死んで行くだけでは意味がない。 

少しでも 世の中を良くしなければならない。なぜなら、人間は社会的動物であり、孤立していては幸福

になれないからです。人から喜ばれ、人から親しまれる。そこに人は幸福を感じることです。 

以上のようなことを福島南ロータリークラブで体験できれば、入会したい方が訪れると確信しています。 

身近な方でこの方とお思いの方を推薦いただけますようお願いします。 

■親睦活動委員会 安斎 紀之 委員長                    

仕合わせ到来を願って！ 

昨年、当委員会が所管する新入会員歓迎会と家族クリスマス忘年会は、新型コロナの影響で禁酒での例会にて代替しました。 

感染防止上酒席はご法度、見えない強敵のウイルスに翻弄され、消化不良、欲求不満が増幅していませんか。 

これから予定している４月の家族観桜会や６月の新旧委員会歓送迎会も、感染の収束状況次第ということになります。 

懇親会は、例会では話ができなかった仲間と親睦を深める絶好の機会ですが、いまは我慢を強いられています。 

「縦の糸はあなた横の糸は私、会うべき糸に出会えることを人は仕合わせと呼びます」 

これは結婚披露宴で人気の中島みゆき「糸」の歌詞です。会うべき糸（あなたと私）の出会いの場は 

ロータリーの懇親会。 

会員の皆様全員に早く仕合わせが訪れるよう願ってやみません。 

追伸：12 月のクリスマス例会余興での下手くそな「糸」のピアノ演奏、ご容赦ください。 

■菊地 和宏 幹事                             
 

 


